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 本当に春がやって来ました。すべてのことに初心に戻って誠心誠意に全力で

ぶつかる年にしたいと思って、４月１日を待っていました。その思いを強める

きっかけになればと思い、桜満開に咲き乱れる裏の庭で「花見」と称される「山

遊び」をしたくなりました。相当昔から、日本中のあちこちで「山遊び」が伝

統的に行われ、新芽が美しいこの時期、山のあちこちで食べ物を箱に詰め、ひ

とときを楽しみ、１年の無事と頑張りの成果を願っていたようです。山のどこ

かに花咲く「山桜」を探し、また風景が素敵な丘にあがり村人たちが食を共に

し、村の平和を祈ったとも言われます。今は山桜に替わり、私たちの周りには

たくさんの、またいろいろな桜が本当に満開です。そうした伝統山遊びが「花

見」として定着したに違いない。３月になると「早く春よ来い」、の気持ちに

なっていたので、みんなで「花見」をと思っていました。 

 久し振りに裏山でバーベキューをしながら花見を楽しみ、親睦をはかり新人

を歓迎し、気持ちを一つにして「なかよく」頑張っていきたいと思い、朝早く

市場に買い出し、楽しんでもらうのも上に立つ立場の務めと思い、わくわくし

ています。また今年度も幼稚園の子どもたちの「山遊び」では、幼稚園では学

べない感性、体験、自然、生きる力と生きている実感を学んでもらいたい。子

どもたちには１年を通しての山の、自然の、それに添った遊びを展開していっ

てほしいものです。 

 さて、「平成」から「令和」になりました。「昭和」に生まれた私には、「和」

「平和」に「令」、正に私の初心の心情が込められていて、感極まりました。

「春が来る・・・・春が来た」の心境です。一人ひとりがそれぞれの夢を追い、

素敵に花咲く色鮮やかな先が見えるようで気持ちが前向きになりました。新入

園児を迎え、新しい先生を迎え、新たな決意の元、頑張ります。 

「令和」を、手話で表現すると、「つぼみが静かに膨らんでいく」ようにま

ろやかに手を動かすようです。正に幼児教育に携わる者にとっては、有り難い

年号です。子どもたちとの関わりのなかで、子どもたちの中に芽生えた「つぼ

み」が膨らんでいく手伝いが出来れば嬉しいです。保護者の皆さんが育てたつ

ぼみ、たくさんあることでしょう。素敵なつぼみを膨らませてあげたい。膨ら

んだ後の最後の「花開く、花を咲かせるのは本人の努力」、そのことにも気付

き、度量出来る力も芽生えさせてあげたい。 

今年度もよろしくお願いいたします。 


